
取組名

取組み詳細

市販ソフト ・特になし

参考資料等 ・特になし

適用条件等 ・特になし

■意識改革　□業務削減　□効率化　□人材育成・教育　□ワークシェア

□適正工期　□休暇　■ワークライフバランス　□その他
検索用分類

効果

①上限規制適用後の勤務状態(法定時間外労働時間 45 時間/月)を体感す

ることができる。

② 職場の工夫と課題を広く集め、その効果確認と働き方や時間の使い

方の見直しができる。

利点

・机上の検討ではなく、全員でトライアルすることで、法適用後の働き

方を実感できると共に、改善に向けた具体的な課題抽出が出来る。

継続の

ポイント

①数字合わせの形だけトライアルにはしない。

②自社だけでなく、関係者への事前周知が必要。

③抽出した課題は全員が振り返り、次の活動に向けて全員でコンセンサ

スを取りながら対策を立てる。

改善点

・一作業所の活動だけでなく、全社的なトライアル活動の実施。

取組み概要

・2024年4月の改正労働基準法における罰則付き時間外労働の上限規制

適用に向けて、作業所において上限規制適用後の勤務状態を先取りして

体感することにより、働き方や時間の使い方の改善に向けた改善項目の

効果確認と課題抽出を行う。

取組みの

背景・課題

・モノづくりの最前線である作業所において、現状、時間外労働上限規

制に対応した働き方が確立できていない。
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ソフトマネジメントによる労働時間削減の好事例

WLB（ワーク・ライフ・バランス）実践トライアル月間による意識改革と改善活動

取り組んだ現場の休暇取得状況 4週8休


